
 

 

「学校と選管が連携した主権者教育」 

～ 宗像市立日の里西小学校６年生（模擬選挙）～ 

１月１６日（水）宗像市立日の里西小学校６年生の授業で、模擬選挙が行われまし

た。この授業は、宗像市選挙管理委員会と学校が連携

して行っている取組です。 

はじめに、宗像市の選管から選挙についての説明が

ありました。「選挙は税金の使い道を決めるとても大

切なこと」という話に子どもたちは真剣に耳を傾けて

いました。また、選挙に関する〇×クイズもあり、子

どもたちが楽しみながら選挙について学ぶ様子が見ら

れました。 

模擬選挙では、候補者たちが立会演説を行いました。「日の里西市長選」に立候補

した教員３人が、それぞれの公約を述べ、有権者である子どもたちに演説を行いま

す。「運動場をドームにします！」「給食をバイキングにします！」「全員にタブレ

ットを支給します！」という、とても魅力的な公約が

並びましたが、子どもたちから、「財源は？」「バイ

キング給食の栄養のバランスは？」など、現実的な質

問があり、自分たちの税金の使い道や公約について、

しっかりと考え、投票しようという思いが伝わってき

ました。 

 投票は、実際の記載台・投票箱を使って行われ、即時開票となります。当選者が発

表されると、自然と歓声があがっていました。 

 最後のまとめでは、選管の方から改めて投票所へ行くことの大切さが語られまし

た。子どもたちからは、「楽しみながら選挙について学ぶことができました。」、

「どうして投票に行かないといけないかがわかりました。」という感想があり、模擬

選挙を通して、１票の重みや投票することの大切さに気付くことができていました。 


